























































































































①—(l) 同じ太さ (0.9mm) 長さ (40cm) の 3 種類
の金属線を用いて、それぞれの金属線で順番に、一
端を直径 1cm長さ 10cmの木の丸棒を 2回巻きつ
けテープで固定し、できるだけまっすぐにしたのち、
他端を持ってゆっくり傾けたり立ててみたりして曲












































































































































































第 2回終了後に、ワークシート 2により、 「メタ
ルワークス」の授業で思ったこと（授業の感想）を
問いかけ、生徒のふりかえりを行った。
「たのしかった、ハートをつくるのがたいへんで
した。／最初は難しいと思っていたけれどもやってい
るうちに楽しくおもしろかったです。またやりたい
と思いました。／初めて作ってはりつけるのが難しか
ったです。キレイにはりつけたので良かったし最後
までできて楽しかったです。／金属を使って線を巻き
つけたり、曲げたりして楽しかったです。金属だけ
で家を作って工夫したところもあったけどきれいに
できたのでよかったです。／今年は全部金属でやった
ので大変でしたがとっても楽しかったです。お花の
部分をはんだこてでつけるのが難しかったです。／
はんだでしんちゅう（金色）、アルミ（銀色）、銅
をつかって家を作って楽しかったです。いろんなと
くちょうとかあって勉強できました。／しんちゅう
（金）、アルミ（銀）、銅のそれぞれ特徴が違って
いていいな、おもしろいなと思いました。／曲げて作
ってみて、みんなの家をみてみてとってもすこくい
い家だなと思いました。最初はうまくできないとき
もあったけど最後はうまくできてよかったです。／
前はビー玉などいろいろつけたけど今回はシンプル
にはりがねだけで作った家もとてもよかった。一番
上の星をつける時、先生が手伝ってくれたのでたす
かりました。／金属だけで独特な作品がしあがったか
ら結構驚いた。一番やってみたい授業だったので、
すこく期待していて結果的に想像以上に楽しかった
です。
まとめ
昨年度に続き、教材・素材（金属線）を活かした
共同学習によって、主体的対話的また体験的な学習
を中心とした授業の題材を引き続き検討することが
できた。
今年度は附属特別支援学校小学部と高等部におい
て授業実践を行ったことで、小学部では、専門家に
よる図工の時間の体験的な学びの充実、特に高等部
では特別支援学校における専門教科学習機会の補充
となった。また、附属学校間（附属特別支援学校と
附属中学校）の教員の連携増進に向けての一歩につ
ながった。また学習内容を、障害の比較的重い生徒
にも理解しやすく、楽しく、体験しやすい課題を配
慮して設定したことにより、生徒全員が自分にとっ
て満足である作品を完成できたことが大きな成果で
あった。
特に今年度は、詐年度も体験した生徒の事を配慮し、
バージョンアップした内容に変化させた。
① 金属のみを素材として使う（昨年度は、粘土や
ビー玉など異なる素材を用いた）
② 背景ベースを、近未来的なイメージに統一する
（金属特性がより目立つように背景に工夫を凝
らした）
③ 背景ベース、作品サイズの縮小化
（小さいベースサイズにくつつけて並べる体験
により、協同の感覚を高める）
以上 3点を工夫改善したことで、生徒の感想も連
動して良好であった。ワークシート 2の生徒感想か
らも、初めての体験を緊張し、難しいと感じながら
もあきらめずに、最後には満足のいく作品となった、
素材が今年は違うこと、それに対する評価も言及さ
れていた。
結果として生徒特性を知る特別支援学校の教員の
寄り添いのもと「造る」、 「鑑賞」の二つの項目を
満たす授業展開となった。
大学教員による金属属性の知識の教授と、金属加
工体験、プロ（永沼）の金属作品鑑賞、中学校技術
教員による、はんだゴテを使用した作品作り体験、
中学校美術教員による風景画の即興完成を目の当た
りにできる体験、風景画の一部に自分の家を置き、
町の一部として自分の作品が成立する瞬間を楽しむ
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こと、 「みんなちがってみんないい」ことを伝える
詩の鑑賞など、多様な体験が仕掛けられていた。
昨年度と同じく生徒にとっても楽しく貴重な経験
であったが、参加した教員自身にとっても、普段と
は違う刺激的なオリジナル授業となり、生徒の感性
の豊かさに感動する機会となった。また附属学校間
と大学教員の親しさの増進、参加した大学生にとっ
ても実践に役立つ授業場面の体験提供となった。
昨年度は、生徒作品を特別支援学校印刷班にカレ
ンダーに仕上げてもらい、 1か月に 1作品、一年間、
じっくり作品「鑑賞」ができたため、生徒自身と保
護者からも好評を得た。
課題や改善点はあるが、授業中の生徒の真剣で楽
しそうな表情・、互いに教え合い、手助けし、完成
作品を褒め合うなどの温かな対話が生じた様子、感
想のワークシートなどからは、授業計画者の意回が
生徒に受容されていることが認められた。 2年連続
授業を経験し、今年卒業する生徒からは「毎年楽し
かった、後輩もこれを経験できるように、ぜひ続け
てほしい」との要望があった。
生徒の声や表情から、体験的な学習を通して生徒
の人間関係形成力にアプローチすることを目的とし
た美術科目ならではの特性を生かした試みの実践を
積み重ねる価値に、明るい展望が窺えた。
図 5 近未釆的な街をイメージした風景画
図 6 お気に入りの場所を選んでマイハウスを設置
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